
●
一ワ

―

‘
“
‐

一

一

一

一

．
―

●

―

‐

．

　

．

　

　

　

一

一

一

一

・

―

●
　
　
　
　
・●

●
　
　

　
　

　

・

―

，
ｒ

・

月

●
●

５

●
●

●
一
　
一■

‐ 属
■  ‐
―

.・ 1・
.

・ 1,_

1●―

ll・

i

1日発行 (毎月■回発行)|liSSNI“

“

■転

'|

0.

・
:,寺
集‐‐果卦一ル・ヒ■ラ

!

新解禁峰

‐
illllllll二 ||||llilililili:」 ::11111111111111‐

|

・  ‐Ⅲ
~ t・

 ‐‐■
,・

証
耐・
　
イ

‘
儘
瞼
菫
彗・

1
~‐        

・
‐・     ‐・ 1‐ _    ..1     ..,‐         ・・        _|‐       _...

‐
・    ― ‐ |‐

1夕 :
―|■

・ ■轟|

●
…

l JII菫
|■■■||||||■ .‐ .|||

THE‐離MALAYANII‐‐AI‐SSO
・

|‐

‐‐|||・ ‐ ‐ ‐
・ |||■

|‐

‐ ■|||||.._‐|■■|||・   ‐‐‐
CiAT総10F=AP議|■|■‖AJ
・.‐       ‐        ‐       || ‐|      ‐‐―・・―   |.‐ ‐■■■・ ‐‐



1982年ヒマラヤ登山学校隊員募集
ク ン (7,077m)

1980年登山学校は、20名中 19名 が ケダルナ

ー ト●ドーム (6,831m)に登頂するとい う成果を

あげて帰国しました(本誌 109号既報 )。 隊員の

中にはすでにヒマラヤ、アンデス、アラスカ等に

おける高所登山経験者から、国内の冬山すら未経

験という人にいたるまで幅広い層が参加していま

した。HAJで は経験豊富なインストラクターの

もとに、正しいセオリーにのっとった安全確実な

高所登山を指導しております。隊員はすべて、装

備・食糧・梱包・輸送・ 渉外等の具体的な準備実

務にも参画していただき、また国内での強化合宿

も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般について体得す

ることができます。次回には自ら遠征を行なえる

人材を養成することが、この登山学校の主眼とな

っております。実際に、卒業生の中には自ら隊長

となって隊を組織し、成功をおさめて帰ってくる

意欲的な人もでてきております。

1982年度はカシミール・ ヒマラヤの秀峰クン

(7,077m)にて実施する予定でおります。ふるっ

て御参加下さい。

実施要項

目 的

時 期
負担金

①クノ(7,077m)登頂

②高所登山の基礎修得

1982年 7月 末～ 8月 末

69万円(航空運賃の変動等により変るこ

ともあります )

20名 (申込順 )

イ/ス トラクター4名 (医師含む )

1981年 11月 末までに下記宛に申込むこ

と(資料を送 ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食料ビル506 日本ヒマラヤ協会

定  員

申込み

この登山隊の旅行手続は、(脚西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

チベット国境まであと50キ ロ余の街道で休んでいると、新雪に追われる

ように沢山の羊たちが南をめざして下って行 く。一家総出で暖かい地方の

草を求めて移動していくのだ。

生れたばかりの子羊 を両脇にかかえているのは主人らしい。 (い )

ヒマラヤ NO綱 5

1.
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ヒヤラヤ放談 越前谷  幸 平

5.ヒ マラヤニュース<地域・ トピックス・ インフォメーション・新刊>

8.カ ンチ通信 NO。 3 カンチ学術隊便 り

■1特 集10 ネパ ール・ ヒマ ラヤの新解禁峰

18.

20.

ヒマ ラヤ閑話 ⑩               水 野 勉

トレッキング許可で登れる山◎ <ピサン・ピーク>神  田   孝

23.し マラヤの図書紹介③

※インド・ ヒマラヤの記録は都合により次号に掲載します。

「装機 寧|1負

24.事 務局 日誌・ 寸感
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ヒマ ラヤ放 談
クラーク博士以来のパイオニア・ スピリットを今にうけつ

ぐ北の雄、北海道大学山岳部・ 山の会。寒冷と氷雪に対する

豊富な経験、キャパシティの大きさ、民主と自発の気風は、

独得のアカデミズムをともなってヒマラヤにおいても継続的

にユニークな活動を展開してきた。

1982年には冬のダウラギリをめざすという。

常に新たな課題を求めて前進するその姿勢は、アルパイン

・ スタイルに代表されるアルピニズムとはまた異質である。

今回は、伝統を誇る山の会にあって、若手の中核として新た

な節目を築く牽引車ともいえる越前谷華平氏に、北大の山を

中心に語ってもらった。 越前谷 幸平

| .・・
=・

|■■・ ■‐

=  
‐1・

● 自由なふんい き

―
おめずらしい苗字ですが(笑 )お生れは。

越前谷  「えちぜんや」と読むんですよ。小樽
の生れです。

一
山はいつ頃から始めたのですか。

越前谷 小樽の桜陽高校の山岳部からです。北
大は、医学部のため 6年間やりまして、その間山

岳部におりました。

一
 ドクターなんですね。ご専門は何ですか。

越前谷 脳外科医です。小樽に勤めています。

一
これまでの海外遠征経歴は。

越前谷 1972年にマッキンレーに行ったのが

最初です。その後、 74年から75年にかけて冬の

トリスル、78年にカラコルムに行き、79年にまた

カラコルムのクンヤン●チッシュ北峰となってま

す。目下、82年のダウラギリの準備を進めており

ます。

―
北大山岳部は、ひじょうに自由なふんい

気というか、おおらかな気風があるように感じる

んですが。

越前谷 そうですね。一般の大学山岳部とはか
なり違うように思います。個人を大切にするとい

うか、合宿も年 1回 しかやりません。ふだんは、

部員どうしの個人レベルの山行を主体にしてます。

もちろん、それらの山行も部のリーダー会できち

-1-

んと審査されパスしなければなりません。

一
以前、北大山岳部の友人と一緒に沢に入

ろうと計画したことがありましたけど承認されな

かった (笑 )。

越前谷 部員のレベルがその山行をするに足る
力を持っているかどうか厳密に検討するわけです。

一
低温研とかティーチスの会など、北大に

は登山の周辺というか、関連した施設、グループ

があるようですが、それとのつながりは。

越前谷 ええ、山の会関係者にもそれらに属し
ている人がたくさんおります。名古屋大などの氷

河研究グループともつながってます。

―
それらは、山岳部や山の会の活動にとっ

て大きな力ですね。

越前谷 そのとおりです。遠征の場合の先輩の
方々のいろんな方面での力はひじょうに大きいで

すね。今回のバルンツェの冬期でも低温研施設で

の耐寒テス トとかいろんなことがやられてます。

●チ ャム ランは原 点

―
北大がヒマラヤをはじめたのはいつ頃か

らです力、

越前谷 戦前から研究が行われていたようです。
千島やカラフトにも行ってましたし、海外をめざ

した歴史は古いですね。戦後は、昭和24年頃から

です。25年に研究会を開いています。 30年 には

‐‐‐■.



橋本誠二先生がマナスルに参加しています。

一
最初はチャムランでしたね。

越前谷 1962年ですね。当時としては画期的

な遠征じゃなかったかと思います。チャムランは

人的にも、また、その他の面でも北大のヒマラヤ

の原点になっています。そのあとナラカン●カー

ルが計画され、 63年に実施しています。

- 50周
年記念誌を拝見しましたが、ダウラ

ギリも計画したことがあったんですね。

越前谷 64年に計画したわけですが、ネパール

政府の不許可で 1年延期され、66年にダウラギリ

IVと いうことでした。

一
たしかその頃大きな遭難がありましたね。

越前谷 札内川十ノ沢での 6名の遭難です。
カラコルムのパツーラ計画もあり、偵察を69年に

送ってますが翌年のOBの一部による大麻事件が

あって中止になってます。

一
その頃のバツーラといいますとひじょう

に早期ですね。

74年に トリスルの冬期初登をめざしましたね。私

もちょうどジョシマー トでお会いしましたけど。

越前谷 私の最初のヒマラヤです。この時はリ
シ●ガンガをダイレクトにつめたのですが積雪が

多くポーター達がギブアップしたのです。シェル

パも動きませんでした。ディブルゲータの下あた

りまで行ったのですが、ポーターさえ動けばやれ

たと思いますけどね。

一
冬の トリスルをどうして発想されたので

すか。

越前谷 山岳部創立50周年にもあたったわけで

す。記念として冬の 8,000m峰 に登ろうじゃない

かということでアンナプルナ I峰が検討されまし

た。その準備としてガネッシュ●ヒマールのラク

サン 0カ ルポを計画したんですがネパール政府の

登山禁止にひっかかリガルワールに転進したわけ

です。 トリスルが登られたのはアルバイン●クラ
ブ創立50年でしたし、また、人間が最初に登頂し

た 7,000m峰 でもあったので、冬期 7,000m峰 初

登ということで。

一
いろんな意味づけがあった(笑 )。

越前谷 I■の会の姿勢というか、クラーク博士

以来の伝統としてのパイオニア・ スピリットだと

思うんですけど、いつも何かの新しい課題の追求

を考えてきたわけです。冬のヒマラヤの発想もそ

こにありました。しかし、トリスルが失敗したこ

とによって冬の 8,000m峰計画はしばらくス トッ

プしたわけです。

一
今回のパルンツェの冬期登頂はどういう

位置づけになりますか。

越前谷 つまり、やり残した冬の 7,000と いう
課題を解決して、もう一度冬の8,000と いう課題

にとり組もうということになったわけです。目標

はダウラギリI峰北東稜で、82年に計画してい

ます。

一
すばらしいですね。さきほどの新しい課

題の追求ということですが、同じ困難の追求とい

うことでもアルパインスタイルや無酸素というよ

うないわゆる登攀の尖鋭的課題とは少し異なるよ

うなニュアンスを感じるんですが。

越前谷 そうですね。メスナーが一人ですごヽ ヽ

登 り方をするとか、或いは無酸素で登るとか、壁

をやるとかというようないわゆる尖鋭的な意味で

の冬の 7,000、 8,000をやりたいということでは

ないんです。              ・I

自分たちの山登りとして何か面白いことをやりた

い、また、寒いところで氷雪に親しんできたこと

から冬にやってみたいという発想もありましたし。

一
北海道の風土というものもだいぶ影響し

ているわけですね。社会人の場合もアラスカ、ソ

連とか、イメージとして北をめざすようなところ

があるように思われますけど(笑 )。

越前谷 影響してますね。アラスカなんかひじ
ょうに近い感じがします。アラスカはよく行きま

すね。私も72年にマッキンレーに行ってますけど。

一
ヒマラヤというと南の感じがしますか(笑)。

越前谷 やはりちょっと異質な感じはしますね。

一
冬の8,000を やったあとの課題ですが、

すこヽ 登ヽ攀をやるというような方向には行かない

ものですか。

越前谷 極言すれば、自分たちなりの登り方で
の新しい課題ということです。スーパーアルピニ

ズム的なグループができていくということには仲

-2 -

●常に新たな課題を求めて



々ならないと思われますね。

一
北大のやり方をお聞きしていると、何か

しら京都大学の方法を連想するのですが。

越前谷 そうですね。共通点はかなりあるよう
な気がします。人的にも交流がありますじ

建学以来のパイオニアスピリットはまだ流れてい

ます。また、アカデミズムを尊ぶというか、山登

りでも登るだけでなく何かをやるという気風があ

りますね。

ヒマラヤもそうです。登るだけじゃなく、地質と

か氷河とか何かをやりますね。

●永い歴史の中で の節 目

―
永い山岳部、山の会の歴史の中で幾つか

の節目があったと思うんですが、越前谷さんもそ

の節目をつくる重要な役を果しているんじゃない

でしょうか。

越前谷 とても、節目をつくるなんて(笑 )、 ヒ
マラヤを考えた場合、チャムランというのは大き

な節目だったですね。その後に続いたのも含めて。

私の場合は登り屋のグループもたくさんいたし、

ヒマラヤに行きたいというのがいっぱいいました

から。そういう力が流れの中でインパクトとして

大きく作用しているかもしれません。

一
永い歴史の中では浮沈もありますね。

越前谷 大きな遭難があった後は徹底的な検討
を含めてまた最初から築きあげねばならんですし。

-OBの 動きによって現役が刺激をうける

ということがあるでしょうね。

越前谷 大きな流れとしてみた場合は現役への
インパクトもあるんでしょうけど。

すぐ、登り方まで変えてしまうというようなこと

にはならないですね。

一
チャムランからはじまって、幾度もやっ

てきた遠征は一つの力として蓄積されているんで

しょうね。

越前谷 それはあると思います。この前のパル
ンツェのときもチャムランの人達が半分以上事務

局に入ってましたし、何かあったらまとまるとい

う力はありますね。

送り出しのシステムとしてもかなり完成したもの

になっていると思います。計画樹立、評議員会で

-3-

の検討、そこからの諮問、そして委員会、たとえ

ばパルンツェ委員会というようなものの成立、事

務局の設置、後援会の結成と資金調達というよう

に多くの人が関与してきます。

●医者 の立場か ら

一
最近は“登る医者 "が多くなったみたい

ですね(笑 )。

越前谷 私も遠征に参加する時は、tt登る隊員 "
のつもりで参加しています。

一
人によっては

ttド クター不要論 "をぶつ

方もおりますが(笑 )。

一
マッキンレーでの経験ですが、ラッシュ

で登るものですからどうしても障害が出てくる、

医学の心得がある人間が現場にいて意識障害を適

格に判断したために事なきを得たことがあります。

一
アルパインスタイルで、あるいは無酸素

でかなりの高度に突っこんで行くというやり方が

行なわれていますけど。

越前谷 脳外科医としての日から見れば、脳細
胞は大きなキャパシティを持っていますので、ダ

メージを受けているのはたしかと思われながらも

症状として外部に出てきていないとい うことはあ

るでしょうね。

おそらく元にもどらない脳細胞がずいぶんあるん

じゃないかと思います。 8,000に 無酸素で登頂で

きる人もいるわけですが皆が同一条件ではないは

ずです。調べ尽せば表面には出てきていない何か

大切な事があるような気がします。人間のある意

味での耐性の限界に挑むということでは意味があ

るでしょうけど、それが最尖鋭の山登 りの方法だ

と、洗練されたものだと見てしまうのはどうかと

思いますね。

一
越前谷さんの トレーニングはどうしてま

すか。

越前谷 最近は山に行く前だけで、特殊なこと
は全くやってません。ただ、年 1回は自分として

満足できる山をやろうと心がけています。

一
長時間どうもありがとうございました。

(イ ンタビュアー ●構成 :稲田 )



殿博物館全集」、同全集刊行会、 1981・ 、全 5

巻、 138,000円 、(同刊行会=東京都千代田区神

①岩村忍、「暗殺者教国一 イスラム異端派の歴   田小川町 1～ 11、 DMSビ ル)。
史― 」、リプロポート、 1981・ 1、 ii、 228p、   ⑮升本順子、「シルクロードの女たち」、欄新進
1,200円、(筑摩書房版の同名書の再版 )。      (名 古屋 )、 198102、 182p、 980円。
②中国登山協会・監修、「中国の高峰」、東京新   ⑩池上正治・編、「中国旅行全書」、刊 堂々出版
聞出版局/人民体育出版社、 1981・ 1、 和文 =    社、 1980・ 6、 424p、 3,800円。
151p、 英文=45p、 2,000円。           ①今井通子、「縦走一 ダウラギリⅡ・Ⅲ OV峰

③植村直己、「男にとって冒険とは何か一 植村   一 」朝日新聞社、 198102、 237p、 980円。
直己対談・エッセイ集一 」、潮出版社、1981   ①河崎珪-0監修/堀込静香 0編、「アフガニス
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④加納一郎、「山・雪・森一 霧藻庵雑記一 」   発行/機シルクロード0発売、 19810、 130p、
岳 (ヌ プリ)書房、 198101、 lv+282p、 1,700   2,000円、 (和文・欧文文献の目録 )。

円。                       ⑩三浦徳平、「一下士官のビルマ戦記一 ミート

⑤亀尾進、「魔のシッタン河」、旺史社、1980   キーナ陥落前後一 」、葦書房、 1981・ 、
。12、 279p、 1,200円、(「無名戦士の記録シ    1,500円。

リーズ」 )。                    ④加藤敬・写真/松長有慶・解説/杉浦康平・構

③福谷正典、「破れ狼― ビルマ最前線(2)一 」   成・造本/佐藤健・小林暢善・協力、「マングラ
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・2、  328p、  1,600円。                        6,800円 。

③山学同志会カンチェンジュンガ登山隊・編、「力   ②佐藤圭四郎、「イスラーム商業史の研究― 附
ンチェンジュンガ8598-カ ンチェンジュンガ   ・東西交渉史一 」、同朋舎、 198101、 5,433,
北壁無酸素登頂の記録 1980」 、山学同志会、    59p、 9,800円 、(「東洋史研究叢書之三十三」 )
1980・■ 122p、 1,500円。            ②金子民雄 。編、「ヘディン著書目録」、日本山

◎芳野満彦、「新編・山靴の音」、中央公論社、   書の会、 1981・ 1、 写真+Ⅳ、 101p、 3,500円、
1981・ 2、 265p、 360円、(「中公文庫」M146)  (「 山書研究」 25号 )。
⑩辛島昇・坂田貞二他著、「インド」、実業之日   ②中村元、「初期ヴェーダーンタ哲学史」、岩波
本社、 1981・ 2、 393p、 1,200円、(「ブルーガ   書店、 198103・、全四巻、23,000円、(予約限定
イド海外版 28」 )。                出版・復刊 )。

①E・ プシュパダース・編/佐藤房吉・訳、「イ   ②自鳥庫吉、「西域史研究 上・下」、岩波書店、
ンディラ・ ガンディーー 私の真実 。自伝的回想   1981・ 3、 上巻=× lv+526p、 4,500円。下巻=

一 」、評論社、 1981・ 、             vil+663p、 5,500円、(改版。解説=榎一雄 )。
(「評論社の現代選書 034」 )。          ②沖守弘、「沖守弘写真集一 マザー●テレサ

⑫高楠順次郎 0監修、「ウパニシャッド全書一    その人と愛」、青也書店、 1981e3、 104p、
〔附〕印度古聖歌― 」、東方出版、 1980・ 、全   3,200円。

十巻、揃価64,000円 、(大正年間出版の復刻版 )。   ②趙線初・塚本善隆/監修、日中友好仏教協会・
⑩ニザーミー著/岡田恵美子・訳、「ライラとマ   中国仏教協会/編、「中国仏教の旅 05-蘭 州
ジュヌーン」、平凡社、1981・ 2、 vi+207p、     ・麦積山・柄霊寺他一 」、美乃美、 1981・ 2、
1,200円、(「東洋文庫」 394巻 )。         192p、 2,500円 、(全巻完結 )。
⑭護雅天 0監修/並河萬里・写真、「 トプカピ宮   ②長岡暁生、「ヒンドゥー占星術」、潮文社、
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198103、 262p、 680円、(リ ヴブックス )。

②加藤喜一郎、「山に憑かれて」、中央公論社、

198103、 282p、 380円、(中公文庫M194。

1957年文藝春秋新社 0刊、「山に憑かれた男」
の文庫版 )。

④小西政継、「北壁の七人一 カンチェンジュン

ガ無酸素登頂記一 」、山と渓谷社、 1981・ 4、

331p、 1,300円 、(「山渓ノンフィクション●ブ

ックス」 )。

⑩中村百合子、「シルクロードー 天竺への道― 」

①竹村卓二、「ヤオ族の歴史と文化」、弘文堂、

198103、 X II、  304、 Xxivp、 4,500円。

⑫爪生卓造、「欅の冬」、木耳社、 198102、

307p、 2000円。

①沖守弘、「マザー●テレサー あふれる愛― 」

講談社、 1981・ 3、 256p、 980円。

⑭佐藤任、「悲しき阿修羅」、平河出版社、

198103、  290p、  1,600円 。

①高橋秀夫、「インドの仏教美術― 仏像の源流

を尋ねて 一 」、全国会計職員協会、1979010、

xvi、  238、 14p、 1,700円。

社、 1980・ 6、 193p、 0.70元 =420円、 (初版
=20,880部 )。

⑦上海文芸出版社・ 編、「 中国民間長詩選・上

下」、上海・中国、上海文芸出版社、上巻=1980

06、 644p、 2.15元 =1,200円。下巻 =1980・ 6

690p、 2.30元 =1,200円。 (初版各 25,000部。

「中国民間文学作品選」 )。

③石興邦、「半波氏族公社― 考古資料反映的我

国古代母系氏族社会制度― 」、西安 (陳西省 )

・ 中国、陳西人民出版社、 197908、 169p、

0.76元=460円、 (初版=18,000部 )。

◎田兵・李独清、等著、「貴州名勝古述第一 」
貴陽 (貴州 )・ 中国、貴州人民出版社、 19800

9、 69p、 0.22元 =140円 、 (初版 2万部 )。

⑩金光平・金属1淑/著、「女真語言文字研究」、
北京・中国、文物出版社、 198007、 376p、

6.30元 =3,150円。

①秋浦、「部倫春社会的発展」、上海 (中国 )、

上海人民出版社、 1980・ 10、 212p、 1.40元 =
840円、 (精装版、初版 2,200部。平装版=
1978)。

中国語版 図書

①青海省生物研究所・編、「西蔵阿里地区動植物   ヒマ ラヤ集会予告
考察報告」、北京、科学出版社、 197904、 227   ≪日本ヒマラヤ会議・ 秋田会場≫
p、 2.35元 =1,200円、 (初版3,550部 )。      日 時 昭和56年 6月 13日 13時～14日 12時
②四川省氏間文芸研究会・ 四川昆族出版社/編、   場 所 秋田県田沢湖高原 田沢プラ トーホテル
「阿叩登巴的故事 (漢文版 )」 、成都 (四川省)      
・ 中国、四川民族出版社、198007、 171p、     会 費 8,000円 (宿泊料、懇親会費、資料代等
0.67元 =410円、 (初版 5,700部 )o             を含む )

③西蔵民族学院預科蔵文教研組/編、「蔵漢対照   問合せ 事務局、又は下記へ申しこんでくぞさい。
常用詞氾」、成都 (四川省 )・ 中国、四川民族出       くゎしぃ資料をお送 りします。なお、申
版社、198006、 941p、 3.50元 =1,750円 、        込み順 40名で締切りますので早 目にお
(初版2,700部 )。                     願いします。 (6月 5日 までに )
④着承緒 0王承権・李近春・ 対 戒初/著、「永        
寧納西族的阿注婚姻和母系家庭」、上海、上海人        
民出版社、 1980・ 9、 321p+写真、 1.35元 =         
810円、 (初版 4,300部 )。                   -3
⑤薦一葵、「長安客話」、北京、北京古籍出版社、

1980・ 8、 180p+2p―+lp、 0,75元 =450円。

③中国民間文芸研究会吉林分会・編、「吉林民間

故事選」、長春(吉林省)・ 中国、吉林人民出版
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カンチ通信 No3
3月 11日  雨の中をこのルー トの最奥の部落で
ある「ヤンポディン」に着き、早速小学校の校庭

を借りてキャンプ。午後 1時から4日 分の賃金の

支払を開始 5時終了。ここでの休養を考えていま

したが日程が遅れているため明日は出発すること

になり夜遅くまでかかって隊荷の整理。

3月 12日  心配したポーターも結局は余る破目
になりました。このため賃金の折り合いも付き、

11時過ぎには全員が出発。今日の行程は水場の都

合で一山越えた沢筋と非常に近い。

3月 13日  今日のキャラバン行程はこのキャラ
バンの中で最高所の 3,400mの峠を越え、更にこ

の峠からの北斜面には積雪もあり、行程も長いの

で心配したが、小雪の舞う天候であったが午後 5

時半には全ポーターがキャンプサイドに到着。し

かし、夜はひどい雨に見舞われた。

3月 14日  3,800mの ツエラムヘ向かう。雪と

なリポーター達は、それぞれ隊のシートを使って

泊る者や岩小屋に泊る者など、それぞれが雪を避

けて一夜を過す。夜半、ポーターの容態がおかし

くなリドクターが往診する。一時は大騒ぎになっ

たが胃の病気と判明。この日、ヤクー頭を購入。

3月 15日  4∞ 名以上のポーターが入れる最後

のカルカ「 ラムゼー」着。 既に高度は4,350m

となり隊員の中にも頭痛を訴える者も出てきた。

ヤンポディンからの賃金を払うとポーター達は急

ぎ足で帰って行きます。ヤンポディンのポーター

の中には若い美しい娘達も混っていて、良くも大

の男達と同じ∞りの荷を4日 間も担ついで来たも

のだと感心しました。ここラムゼーからは普通の

ポーターは入れません。足ごしらえのしっかりし

た、選別されたポーターが、既に先発隊によって

約 100名 雇用されており、これらのポーターによ

って、 3日 行程のベースキャンプまでの荷上げが

行われます。

3月 16日 隊員は18日 間休みなしでキャラバン

を続けて来ましたので、今日は休養日としました。

先発隊の 7名は、この日約 5,500mの ベースキ

ャンプ入りを果しました。これはイラムからキャ

ラバンを開始して 29日 目になります。

3月 17日  高所登山は序々に高度に順化して行
く必要があります。これからベースキャンプ以降

の登山に備えて、高所経験の少ないメンパー6名

を高所順化訓練に出しました。尾形登攀 リーダー

の指導の下に3日 間の予定で約 5,000mまで経験

する予定です。昨日から約70名のポーターにより

荷上げが始まっていますのでその管理のため、八

嶋、角田両隊員が、グレッシャー●キャンプ(GL

・C)に登りました。ツエラムでヤクを料理する。

3月 18日  先発隊は、ベースキャンプ(BOC)か

らルー トエ作を行い 50mピ ッチで 18ピ ッチ登り

ました。順化パーティは、グンサ方面の約 4,800

mの峠に立ち、ツエラムヘ戻りました。峠からは、

シッキム方面の山 や々遠くエペレス トも望見出来

ました。

3月 19日  第一回目の日本からの便りが届き、各
隊員、嬉しそうでした。ヤルン氷河は雪が少なく、

我々にとっては輸送の面からは大いに助かってい

ます。

3月
"日
 先発隊は3日 間のルー トエ作の末、第

一キャンプ(Cl)予定地に到着しました。 ここは

標高約 6ュ 50m。 大きな屋根上の雪庇に守られた

場所です。この日で、ラムゼーの本隊々貨のほと

んどが次のGL・ Cに運ばれました。隊員も22日

には全員がGLeCに 移動する予定です。

雲湧き春近いラムゼー草原より

(山森・記 )
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3月 21日 一番若い隊員の鈴木治君がこの高度
にも順化し切れず苦しんでいるため明日2,000m

台まで降ろすことにしました。このヤルン氷河の

2つのキャンプを経由してベースキャンプまでの

4日行程には、足ごしらえのしっかりした、カト

マンズから選抜して来た66名 と地元グンサから選

抜した∞名の計96名のポーターが隊荷の輸送に当

っています。

3月 2日 昨夕の雪が 5～ 6“積もリー面の銀
世界です。本隊はラムゼーを離れグレッシヤ~キ

ャンプ(GL・ C)へ移動しました。調子の悪い鈴

木隊員には八木原登攀リーダーが付き添いこの日

は約 3,500mま で降ろしました。

この日先発隊の山田チーム3名は Cl(6,150m)

に入りC2ルートエ作に備えました。

3月 23日  メールランナーをタプレジュンまで
降ろしました。今回のメールの手順は、①隊のキ

ャンプからタプレジュンまでメールランナーが走

る。②タプレジュンからは火曜・金曜の週 2便カ

トマンズ間を飛んでいるRNACの 軽飛行機でカ
トマンズまで運ぶ、③カトマンズでこれを引取り

通常の航空便で日本へ送る。以上のようになって

いますが、カトマンズ便の軽飛行機が雲が多いと

降りないと云うことが多々あり予定通 りには行き

ません。C2へのルートエ作は多量の積雪により

意外と伸びませんでした。

3月 24日  ヤルン氷河上の約 4,750mに あるこ
のグレッシャーキャンプの朝 6時の気温は-16℃

です。 B・ Cは -20℃前後です。 BOCまでの各キ

ャンプ間の荷上量は、ポーター30り、シェルパ20

り、隊員 15り。休みは、隊員、 シェルパは4日 間

行動の後 1日 休み。ポーターは 5日 間行動で 1日

既に新聞等でご承知と思われますが、本会が派

遣したカンチェンジュンガ学術隊登山部門の結果

が出ました。目的としたヤルン●カン(8,505m)

とカンチェンジュンガ主峰(8,598m)の 縦走は残

念ながら断念せずるを得ませんでした。しかしな

がら両峰の頂上に10名の隊員と1名のシェルパを

一カンチェンジュンガ隊ご声援に感謝 =一

休み。

3月る日 本隊々員は休養日です。先発隊の山
田チームはC2予定地までルートを伸ばしました。
夕方、写真家の自旗史郎氏一行がこのキャンプ地

に到着。カトマンズ以来の再会でした。

3月 26日  上のキャンプヘ移動の予定でしたが、
昨夜からの雪のためポーターが動かず延期です。

ポーターもこの氷河上にもう一ケ月もいますので

その体調管理もなかなか大変です。

3月 27日  次のキャンプであるターニングポイ
ントキャンプ(TPOC)に移動しました。ここは標

高約 5,000m。 目の前にベースキャンプのある通

称「パッヘの墓のある丘」がみえ、日標である

カンチ主峰やヤルンカンの英姿がうかがえます。

3月郎日 全員で待望のベースキャンプを往復
しました。この日より徐々にポーターの解雇が始

まりますので支払準備をしました。一昔前のヒマ

ラヤで語られた小額紙弊の件も、現在では今は昔

の話です。 500Rsや 100Rs紙弊を受取っても文

句は出ません。勿論l Rsや 5Rsの小額紙弊が多い

のは今も変わ りません。

3月 29日  ポーター達は約 1ケ月の支払を受け
で約半数がヤルン谷を降りて行きました。隊員達

との別れを惜じむ者。貸し借りの精算をする者等

等支払の時はいつもながら、ポーターの協力に感

謝しつつもその使途が気がかりになります。夕食

の時、このヤルシ氷河を囲む山々の全てが残照に

染まると云う現象に出会い、皆カメラを持ってテ

ントを飛び出して行きました。 C2に 入った先発
5名 も叉、この光景の中にあって、大自然の素晴

ほぼ同時刻に送込み、縦走体制を築くことができ

たことは、高く評価されることです。詳しくは、

隊員帰国後、速かに誌上でご報告いたしますが、

取急ぎこれまで皆さんから寄せられた、ご協力と

ご声援に対し、厚く御礼申し上げます。なお、隊

員は 6月 中旬頃に帰国予定です。
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らしさとその真ただ中にある幸せをかみしめてい

ました。

3月 ∞日 本隊々員は休養日。ここから先発隊
5名によるC3(ABC・ グレートシェルフ)へのル

ートエ作を見ることが出来ます。なかなかのビッ

チで進んでいます。 Clにはシェルパも入り荷上

げが開始されています。

3月 31日  本隊は待望久しいベースキャンプ入
りを果しました。ダーランバザールを2月 26日 出

発して以来18日 間ノンス トップでラムゼーに到り、

このヤルソ水河を高所順応を兼ねて16日 間。合計

34日 間と云う長いキャラバンでした。ベースキヤ

ンプは標高約 5,500m。 多分世界で一番高所にあ

るベースキャンプとなるでしょう。

先発隊はこの日遂に、グレートシェルフに到達

しABC(C3)約 7,300mの予定地を決定しました。

先発隊が日本を出発して 2ケ 月日になりました。

夕食は本隊ベースキャンプ入りを祝ってきさやか

な祝宴を張りました。

東の強風吹くBOCに て

(山森・記 )

4月 1日 昨夜からの雪が BOCで約 20mの積
雪となリー面銀世界。午前中リーダー会を開らき

交差縦走の確認と、第一期、第二期のメンパー配

置を決定。午後から上部で頑張リグレートシェル

フのABC予 定地(約 7,300m)ま でルー トを伸ば
して山田他 5名 の先発隊が B・ Cへ降りて来た。

夜は先発本隊の合同のため遅くまで話がはずんで

いました。

4月 2日  朝 7時頃から強烈な東風がタルンサ
ドルを越えてBOCを襲いました。快晴の中 9時半

よリシェルパによる安全登山祈願祭が行なわれ立

派なタルチョーがBOCにはためきました。隊員打

合わせの後、シェルパも含めた顔合わせ、サーダ

ー、L/0、 リーダーの打合わせと、本格的な登山

を前に忙しく準備に追われました。

4月 3日  先発隊 7名は、先発としての任務を
無事果たしたため、ラムゼーヘ 1週間の休養のた

め降 りて行きました。今日から本隊々員も高度順

化と荷上げのためClを往復しましたが何人かは

Clへ到達出来ませんでした。

4月 4日  このところBOCは暖かく、朝6時頃
の気温が-10℃前後になって来ました。風は相変

わらず強く吹いています。カトマンズとの無線に

よる交信は4月 1日 にオープンして以来、毎日11

時と16時にコンタクトしていますが、うまくとれ

るのは半 位々です。 B・ Cはスズキ自販から提供を

受けた 2台のジェネレーターで隊員メステント(ハ

イピーシートとプラパールで作った小屋の中にい

ろりを掘リペフマットを敷きつめた快適な所です )

とキッチンはいつも明かるく保たれています。

4月 5日  去年の偵察の時の気候は、朝晴れて
いても10時頃からヤルン谷下流に発生した雲がカ

ンチの広大な西壁に当り午後は降雪。そして夕方

からまた晴れるというのが普通でした。 (これを

ヤルン気候と呼んでいた )しかし、今年は、晴れ

っぱなしが多く気味の悪い程でした。今日は久々

のヤルン気候。就寝前にテントの外に出てみます

と満天の星空となり、カンチ山群の上空には北斗

七星がさんぜんと輝いておりました。

4月 6日  Clか らC2へのルー トには、裏側
ルンゼと呼んでいる 5ピ ッチほどの下降しなけれ

ばならない場所があります。この裏側ルンゼ内で

ルー トの整備をしていた尾形パーティを落氷が襲

いました。頂度、ザックを置き工作用資材を採り

出す時でしたので、逃げる間もなく、尾形は頭部

に氷を受け若干怪我をし、八嶋のザックは逢か下

のクレバスまでとばされ、チノンの 8 ππ撮影機 1

台、ニコン35ππ写真機1台、双眼鏡 1台等を粉失

してしまいました。しかし、他の 2人の隊員は怪

我もなく不幸中の幸いと云うところでした。

4月 7日 木隊々員もClへ移動しました。こ
の時点で谷岡、三階、鈴木(治 )の 3隊員が高所順

化のローティションに乗れず、それぞれの症状に
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合った順化を行っています。

4月 8日  この 4日 間の好天でカンチ山群の上
部 8,000m以上は岩肌が黒々としています。あま

り岩が出て来るとファイナルキャンプの設営場所

が問題になります。

4月 9日  ラムゼーに降りていた先発隊も休養
を終えてBOC入 りしました。先発隊には個性的な

メンバーが多いので一辺に賑やかになりました。

5,500mのベースキャンプでは流石に酒を飲む人

は少なくなります。ちなみに今回の隊員22名 の内

煙草を吸う者は 1名 (BCまでにこの 1名 も禁煙 )

酒の強い者約 5名ですが、ほとんど飲みません。

飲み過ぎるとひどい二日酔いになるからです。

4月 10日 最先端にいる尾形パーティが B・ C休
養を希望しているので、先発隊から山田、藤倉、

片岡の3名を上部に上げることにしました。6,500

m付近にある第二の順化帯が頂度C2の位置にな
ります。過去のヒマラヤ登山で「高山病」とはっ

きりしている事故の多くはこの付近で発生してい

ます。叉、 7,000m下から急激に寒気が厳しくな

ることも知られているところです。この辺の高所

・環境順化なくして 8,500mへ到達することは不

可能なので慎重に対処しています。カトマンズと

の交信で学術隊が 4月 13日 出発することを知りま

した。叉カンチ南峰、中央峰のオープンも知りま

したが、我々は既にこの両峰を放棄し、西峰～主

峰の交差縦走一本に目標を絞って活動しておりま

す。          春の息吹きのBOCに て

(山森 0記 )

=学術隊便り=

学術隊キャラバン開始

五百沢智也氏を隊長とするカンチェンジュンガ

学術遠征隊学術部門の第 1次隊は、 3班に分れて

日本を出発した。

一行は、4月 13日 にカトマンズを発ち、 15日

にイラムからキャラバンを開始した。

カンチェンジュンガBCに着くのは 4月 未になる

予定である。天侯が不順で 4日 に一度ぐらいのわ

りで雪や雨があり、仲々大変なもようである。

次号でくわしく行動をお知らせしたい。

藤江幾太郎
山の画展

日時

所

6月 19日 (金)～ 24日 (水)

東京新宿・ 小田急百貨店 7F美術サロン

昨秋 2ケ月のネパール取材による作品の外、奥

武蔵、北海道などの作品 20数点展示 されます。

ご来観下さい。

山の画集・ 特装版の ご案 内

内容 :限定 30部  特製 入 (外函 )ダ ンポール
箱、ネパール、タンカ表装綿使用の表紙、

著者自筆素描淡彩貼付、署名番号落款入り、

頒価 22,000円
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Jongsang Peak 7473m

ネパール政府は、4月 中旬、新たなピーク37座を追加し、登山の対象とするオープンピークを全面的に

改定し、発表した。

以前、HAJの招請で来日した観光省登山部長 SeR・ シャルマ氏が言明していたように、ネパール政
府はその重要な観光施策として徐々にオープンピークを拡大して行くというラインに基づいたものである。

新たにオープンされたピークには、魅力ある未登峰も多数ある。また、従来ネパール人隊にしか登山が

許可されていなかったピークが外国人隊にも門戸が開かれるなど大巾な改定がなされている。

アルパインスタイルを主流として世界登山界の最も新しい登攀様式が実践されているネパール・ ヒマラ

ヤであるが、今回の発表により新たな波が加わり、空前のラッシュが予想される。

HAJで はいち早くリス トを入手することができたのでその概要を以下に特集してみた。

今回の改定の特徴

発表された リス トを一見してみて次のようなこ

とが言えよう。

1.従来の「 ネ
パール人隊にのみ許可」 とい う区分

がなくなり、すべてのオープンピークに外国人

隊の登山が可能になったこと。

Jonsmg Peak(7,473)、 Obmi Kalgri

(7,028)、 Gyachmg Kar=(7,922)、 KalyolШE
(6,681)、  Dorje Lakpa(6,681)、  Chamar

(7177)、 Bhrikuti(6723)、 Gurja lHimal

(7,193)、 Changla(6,715)の 9座がこれである。

この 9座は、我々にとって事実上新たにオープン

されたピークと同意語である。

この中で、 Bhrikuti,KeЮ lung,Dorje La
―坤a Olmi Kangi,Chattraの 5座は未登峰

である。

2.カ ンチェンジュンガ周辺、ジュガール●ランタ

ンヒマール、カンジロパ山群、西ネパールを主と

して新たにオープンされたこと。

特に、ジュガール ●ヒマールは今回初めて開か

れた地域であり、カ トマンズから至近距離にある
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ということでうれしいニュースである。

また、東部のインドとの国境、Char Chu流域、
アンナプルナ、マナスルの北方、西ネパール奥地

等の国境沿いのピークがォープンされた。ネパー

ル政情の安定誇示の意味もあろう。

特に、西ネパールのNala Kankar,Changlaな

どは興味深い地域にある。

3.支峰、衛星峰、マイナーピークまで対象になっ

ていること。

Madiya Peak(6,800)、 Gyalzen Peak

(6,705)、  K:angchenjunga Central(8,496)、

Manaslu NOrth(7,156)、 Himal chuli North

(7,371)、「]West(7,540)、  Manapati(6,380)、

Junction lPeak(6,139)、  :Lobuche lViest(6,145)

などである。

以前に、主峰の近くの衛星峰に登って問題化し

たケース、或いは「山群」として解釈して トラブ

ルがあったケースなどが見られた。今後、登山規

則の解釈と適用はより整備されたものになろう。

4.全域的にオープンがなされていること。

特定地域への登山隊集中によって生ずるさまざ

まな問題の顕現を防ぐ意味がこめられていると思

われる。

5.ト レッキング許可で登れるピークに関しては変

更がないこと。

ヒマラヤのピークはネパール政府にとって重要な

観光資源であり、今後とも大切に徐々にオープン

されて行くであろう。今回の改定はかなり思い切

ったものであり、昨年来から極めて高い レベルの

問題として慎重に検討されてきたようである。

登る側としては、ネパール政府の意を体して、 ト
ラブルのないように対処していきたいものである。

オープンピークのリスト

田○印は今回新たにオープンされたピーク

※印は未登峰

I.ネ パール人の登山隊、もしくは、ネパール人

と外国人のジョイント隊にオープンされるピー

クζ少くとも3名のネパール人隊員を加えること)

<カ ンチェンジュンガ周辺>
OTent peak 7,365

※Ohmni K田 lgri(Ohmi Kangri)7,028(7,922)

Nepal Pedζ  7,168

J01=sang Peak 7,473

<ク ンプ>

Gyachun Kang 7,922

<ロ ールワリン〕>

※OKa瑠01ung 6,511(6,681)

<ジ ュガール・ ランタンヒマール>
()Big White Peak 7,083

※O Phutti CLchu(Phutti Cwachu)6,658

0Madiya Peak 6,800

C)G,yalzen Peak 6705

※Dorie L』Ta 6,990

※()Langtal=Ri(LantalB Ri)7,239

<ガネッシュ●マナスル周辺>・

Chalnar 7,177

<ダウラギリ周辺>
※()Bhrikuti 6,723(6,720)

Gurja Himal(Gurza Himal) 7,193

<西ネパール>
※Nala Ka」ζar 6,660(6,935)

※Chngla 6,715      以上 17峰。

Phuribi Chachu 6,658m(風見武秀氏撮影 )

Ⅱ.ネ パール人と外国人のジョイント隊のあとに

外国隊にオープンされるピーク。 (15峰 )
<カ ンチェンジュンガ周辺>

OKangchenjunga Centra1 8,496

0KalEchenjunga South 8,490

<ク ンブ>

Chamlang 7,317(7,319)

OCho Oyu 8,153

()Lhotse Shar 8,511(8,383)

※ONgozlШ lba Kar=(Ngozlmibakang) 7,806

C)Shartse(Shartse Himal)7,502

-11-



HimlШ,Hima1 7,125(電々九州隊撮影 )

<ガネッシュ●マナスル周辺>・

Ganesh Himal― 1 7,406

Ganesh Himal― Ⅱ1 7,132

Ganesh Himal― V 6,950

※OHimlung Hima1 7,125

※OcheO Hima1 6,812

<アンナプルナ・ ヒマール>
ORoc NOir 7,485

<西ネパール>
※O BObaぅん (Bobye Himal)6,808

※(D Jetibohurani(Jethi Bahurani) 6,849

Ⅲ。外国隊にオープンするピーク(72峰 )

<カ ンチェンジュンガ周辺>

Kalgchenjunga― Mi 8,598

Yalul=Kang 8,505(8,420)

Kiangbachen 7,903(7,902)

Jannu 7,710

<ク ンブ ●マカルー周辺>

Ama I)ablanl(Amadablam) 6,856

Baruntse 7,220

※(D chOlatse 6,440

ochO P01u 6,734

Everest(Sagannatha) 8,848

]しhOtse  8,511

※O Lobuc“ Wbst 6,145

Makalu 8,481

M誠olu―Ⅱ (Kangchlmtse)7,660(7,640)

1ヽTuptse 7,879

Puimori 7,145

C)Tawetse(TabOche)6,542

Thamserkl1 6,608(6,623)

Kantega(Kagtega)6,779(6,809)

<ロ ールヮリン〕>

Gaurisanka.r(Gaurishanlor)7146(7,150)

()(〕hObuje 6,689(6,638)

※OKhatang 6,853

Numbur 6,959(6,954)

・くジュガール・ ランタンヒマール>
※()Langshisa Ri 6,300

Langtang Lining 7,245(7,246)

<ガネッシュ●マナスル周辺>
Ganesh Himal― Ⅱ 7,150

Ganesh Himal― IV 7,102

Baudha 6,672

Himal Chuli(Himalchuli)7,893

Himal Chuli North(Himalchuli North)

OHimal Chli          7,371
0Himal Chuli Wbst(Himalchli WOst)

Manaslu 8,156               7,540

0Manaslu NOrth 7,156(7,157)

Peaki29 7,835(7,514)

<ア ンナブルナ・ ヒマール>

Amlapurna― 1 8,091

Annapurna― Ⅱ  7,937

Amapurna― ]1 7,555

Amapurna―IV 7,525

Aュnapurna South 7,219(7,273)

Fang 7,647

Gangapurna 7,455(7,454)

Glacier D。lne 7,193

Kang Gru(Kanguru)7,010(6,981)

Lamjung Hima1 6,983(6,986)

TllitsO Peak(TilichO Peak)7,134(7,132)

卜inlgiri Centra1 6,940

卜1lgiri lヾ丁orth 7,061

Nllgiri SOuth 6,839

<ダ ウラギ リ周辺>
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Churen IIima1 7,375

DLmp鵬 (Dhanpas)6,012

Dbulagiri― 1 8,167

Dhaulagiri― Ⅱ 7,751

Dhaulagiri―Ⅲ  7,715

Dhaulagiri― n「  7,661

Dbulagiri― V 7,618

0Dhaulagiri― Ⅵ 7,268

0 Hongde 6,566(6,556)

※OManapati(Manapathi Himal)6,380

Putha Hiunchli 7,246

0 Sita Chuchura 6β ll

Tukuche Peak 6,920

<カンジロバ・ ヒマール>
※(DIIanging Glacier Peak 6,500

(Jagdula 5,785)

※()Junction Peak 6,139

Kagrnala― 1  5,962(5,960)

Kande Hiunchuli 6,627

0Kanjeralwa 6,612

Kanjiroba 6,883(6,882)

(Patrasi 6,860)

(Sisne Hima1 6,945)

<西ネパール>

」dPi 7,132

Nampa 6,754

()Salpa1  7,031

トレッキング隊にオープンする
ピーク (18峰 )

<ク ンブ>

Island I)eak 6,169(6,153)

]′5era Peak 6461(6,431)

14ehra 5,820

Kusum Kangpru(Kusmu Kangru)6,369

P0101de(Poldlalde) 5,806

Lobuje 6,119

Kongde R1 6,194

<〔ロールヮリン〕>

Randang Go(Ramdung)5,930(6,021)

Pharchamo 6,282

<ラ ンタン・ ヒマール〕>

PaldOr(Paldor Peak)5,928(5,894)

Gangjala chuli 5,806

<アンナプルナ・ ヒマール>

Tent‐
‐Peak 5,663(5,500)

Hiunchuli 6,337

Fluted Peak 6,390

Mardi IIima1 5,587(5,555)

PiSanc Peak(P isang)6,019(6,091)

Chulu VIИest 6,630

Chulu East 6,200

※なお、リストの中の ()内については、ネパ

ール政府発表のスペル、あるいは標高である。

また、全体を()で くくってあるものは、同
定等がはっきりしないものである。

新オープンピークなどのあらまし

今回新たに追加されたピーク、及び外国隊の許

可対象としてワクが外されたピークのうち、まだ

登頂されていないピークのあらましを紹介してみ

る。

0)hnmi Kangri 7ρ 28】m

東ネパール、タムール河の上流シャオ・ チュウ

のパンドラ氷河の源頭、中国との国境上にある。

1949年のスイス隊は、チャブク●ラを越えてチ
ペット側のチャブク氷河に入った。彼らは

ttヌ プ

チューをめざして 6,800mまで達したが、これは

現在の オンミ・ カンリらしい。鬱年の大阪府立大

隊はヌプチューに登頂 したが、やはり7,028mの

標高を与えている。63年の大阪府立大と東京都立

大合同隊はシャルプーの登頂後広く東北ネパール

を探 り、ヌプチューとオンミ・ カンリの混迷の解

明に功績を残した。彼 らはオンミ・ カンリの間近

に迫 り、パンドラ氷河を囲む山々の地形を明らか

にしている。

飛行場もあるタプレジュン(現在、週 2便運航 )

からタムール河沿いに入る長いキャラバンとなる。

この付近の地形はまだ充分に解明されていない。

-13-

Phrbi(3'hachu 6,658在L



カトマ/ズ盆地の北東にはっきりと見

ることができる。おおとりが翼を拡げた

ような山容をなし、山名は「東方の大き

なこうもり」の意味である。ジュガール

●ヒマールの入口にあって、プルビチャ

チュンブ氷河の左岸に圧倒的な氷壁を落

している。標高の割に巨大であり、美し

い。

チ ョータラまで車が入 り、短かいキ ャラ

バンでBC入 りすることができる。    Langtung Ri z239m(中 央奥がビーク )
1955年の英国女性隊、57年の英国隊がこの氷河   ルの北端の国境に位置する。
に入っている。                  マルシャンディ河の支流ナウル●コーラに沿って

58年に深田久弥氏の隊がすばらしい写真をもたら   キャラバンを進め、南面からアプローチできる)
した。また、60、 61、 62年 と3度にわたって 全   すぐ近くに「ムスタン●ラ」がある。
日本岳連隊がビッグ・ホフイト・ ピークをめざし    また、ジョムソンから北上し、テンガ●コーラ

てこの氷河にキャノプを進めた。           およびテハチャン●コーラからも接近できる。
プルプチャチュンプ氷河側の氷壁からの登攀が課   チベット高原の一角にあり、乾燥地帯の特異な景

題である。ノースム・ コーラ側から国境主稜をル   観とともに興味を引くピークである。
―卜にとることもできよう。

Nala Kankar 6,660m.

西ネパールのジュムラがキャラバンスタートの

基地になるが、 10日 以上を必要とする。

Takpu Himalと も呼ばれる。

1963年 ポス トに北海道大学隊がこの山を目ざし

た。しかし、地元住民に聞いても不明で、住民の

いう「ニャモナニール」に接近した。しかし、明

らかに中国領内なので南のタクプ・ ヒマールに転

進した。ニャモナニールは「 グルラ●マンダータ

7,728」 である。

タクプoヒ マールには7,000m以上の高峰は存在せ

ず、測量の結果ナラカン●カー′哺 最`高峰であった。

Nala Kankar Q660m(北海道大学隊撮影 )

Bhrikuti 6723m
アンナプルナ山群の北方、 ダモダール ●ヒマー

ー 14-

Langtang Ri 7,2391n

ランタン谷の最奥、国境上にそびえる優美など

っしりとしたピークである。

ティルマンのコルから北に長い雪稜が伸びるが、

上部にギャップをもった鋭いナイフリッジを隠し

ており、両サイドはすっぱりと切れている。

1949年 、HOW・ ティルマンが同名のコルに達

し、また、日年、 ドイツのアウシュナイターがこ

の地域を詳しく探って地図を作成した。

しかし、ランタン谷のピーク同定は、わが国では

一時期混迷をつづけ、「ランタン谷の解明」に関

して検討がなされたことはまだ古いことではない。

71年ポス トに、梶正彦氏らがネパール政府の特別

のはからいによりこの地域に入り、ティルマンの

コルを経て雪稜を約 6,000mま で登っている。

すぐ近くにシシャ●バンマ (8,013)があり、これ

は中国側のオープンピークとなっている。



高い雪線をもったテープル状の白い山で、北方

には広大なチベット高原が展開する。技術的な問

題はないようである。

この付近の地形解明、そしてキャラバンルートは

興味深いものである。

C:hangla 6,715=n

ジュムラの真北、中国との国境にある20.467

フィー ト峰がそれである。

カルナリ河の支流ランケ 0コ ーラの源頭にあたっ

ている。

ナラカン●カールと同様、この付近の解明はこれ

からのテーマである。

西ネパールにおける中国との国境の山がオープン

されたことは、中国との間にこの地域の国境画定

がなされたことを意味しよう。

Ngozumba Kang 7β 06]m

ルングサンパ氷河の奥には、西からチョー・ オ

ユー、ゴジュンパ 0カ ンI峰 (7,806)、 同Ⅱ峰

(7,646)、 そして、ゴジュンバ氷河の源頭にⅢ峰

(7,601)、 ギャチュン●カン(7,922)が並んでい

る。

Ⅱ峰は 1965年に明治大学隊がゴジュンパ氷河側

から初登頂したが、主峰 (I峰 )は まだ登られて
ヤヽアよ|ヤ 。ヽ

顕著なピークではないが山容は大き〈、高度的に

は今回の未踏のオープンピーク中最も高い。

ルートは当然南面からとなる。アプローチはよい。

を指摘できる。

1963年 プレに電 九々州隊が 6,800mに到達して

いる。翌年のオランダ隊も頂上直下で断念し、依

然として未踏を誇る困難なピークである。

CheO Hima1 6β 12m
ヒムルン●ヒマールの南東に大きな氷河を隔て

位置する。ポリュームのある山で、南面に短かい

支稜を出しているが急唆である。

ヒムルンとの間の氷河の状態は悪 く、側壁が切り

立っている。

しかし、ピークをとり囲むような氷河の地形がよ

く判明していないので思わぬルー トが見つけられ

るかも知れない。

Bobaye 6,808ェ n

BObaye 6β081m
Himlung Himal Z125m          ナンパ山群のN3か ら南へ派生するバンキア●
マルシャンディ河岸の トンジェからドウド●コ   ンク山稜上に、ボバイエ、ジェティポフラニ、ロ
ーラをつめる。                  ヵピなどが並んでいる。

現地名で
ttニ ムロン"といい「太陽のすみか」を   大きな頂稜をもったピークである。アプローチは

意味する。                    ィンド側の鉄道の終点ゴウリファンタから国境を

力強い美しさと厳しさを持った山容はシニオルチ   越えることになる。
ュウを連想させる。                 キャラバンのスタートはこの界わいで一番大きな

この付近の地図はまだ確定されていないようであ   街であるダンガリになる。約 1カ 月の長いアプロ
る。五百沢智也氏が撮影した航空写真をみると、   ―チマーチが必要である。
もっと奥まで氷河がのび、広大な氷河圏をなして   キャラバンルートは、カリ河の支流のチャムリア
いる。また、ヒムルン●ヒマールのずっと西方に   河沿い、その源頭まできかのぼる。
はおそらく7,000mを越すと思われる大きな山塊   1972年ポストの名古屋大学隊が詳しく調査している。
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J etibOhurani 6β 491m

ボバイエのすぐ南のバンキア●レク山稜上にあ

る。 1972年 ポス トに名古屋大学西北ネパール調

査登山隊が トライしている。ネパール語で「兄嫁」

という意味だという。

名大隊は、ロカピ・ コーラにBCを置き、C4を

6,150mに建設したが、隊員の高度障害、スノー

パーの不足、天候悪化、シェルパの死亡などがあ

って断念した。

C4か ら上は雪のナイフリッジと雪壁の登攀にな

るが突破可能であると報告している。

chOlatse 64401m

クンブ氷河の入口右岸、ロブチェの西にあるピ

ークで、別名
tt Jめo Lhaptsnttr'と もいう。

高度は低いが、厳しい登攀となろう。

Khatang 6β 53m

ロールワリン●ヒマールの南の盟主であるヌン

ブール (6,959)の東の稜上にあり、南にキャリオ

ルン (6,511)が ある。

ヌンブールの肩のピークのように見える。南面の

ソル◆コーラ側からよりも北面、あるいは東面の

ルンピング・ コーラ側にルー トを見出せそうであ

る。

Langsisa Ri 6,300m

ランタン氷河の入口右岸。頂上は幾つかに別れ

ており、ベンタン●カルポ●りに近い雪の三角形

のピークが最高峰である。

周囲を氷河によってとりかこまれているインゼル

状の山塊で、 1962年に英国のグレントワースが

一周している。

西面のランシサ ●カルカ側は急峻であるが、ラン

シサ氷河から上部雪田に支氷河がのびている。

Dorie Lakpa 6ρ 90:m

ドルジェ●ラクパ氷河とランシサ氷河の間にあ

り、ジュガールとランタンとの接合部になってい

る。

カトマンズからはっきり指摘できる大きな山で、

ビッグ・ ホワイ ト・ ピークとともにジュガールを

代表するピークである。

顕著な支稜を四方に派生している。

1964年 プンの英国隊 (L・ シャフツパリ隊長 )

はランシサ氷河側からとりつき、カンシュルム

(6,078)と のコルから西稜をたどって 6,300mに

達している。

この山をめざしている向きは多いようである。

KaryOlung 6,511m

ロールフリン●ヒマール、ヌンプールの南東に

あたる。

長い頂稜を持った堂々たる山で、ネパールが国王

のコロネーション記念登山のために外国隊にクロ

ーズしていたものである。

南面のソル●コーフ側、或いは東面からのルー ト

が考えられる。

M:anapati 6β80m

ダウラギリI峰から南に派生する山稜にある。

1978年 ダウラギリI峰 をめ

ざした都岳連隊は、マナパテ

ィとのコル付近にC2を設け

ている。

ダウラギリがあまりにも巨大

なために全く見映えがしない。

ミャグディ・ コーラからI峰

とのコルを経てのルートがと

れよう。

-16-
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Dorje Lal駆 )a6990■
Hanging (31acier Peak 6,4831n

カンジロパ山群の中央にくいこむジャグドゥラ

・ コーラ流域にあり、セルク0ド ルマ (6,227)か

ら東に派生する山稜に位置する。

双耳峰的山容で、鋭くジャグドゥラ・ コーラに切

れ落ちている。

1973年の北里大学隊は、ポクスンド・ コーラか

らこの山をめざしたがアプローチ不可能とわかり、

北方のセルク●ドルマに転進し、登頂している。

Junction Peak 6,139m

カンジロパ山群の東部にあり、セルク●ドルマ

から続く主稜はこのピークで一方はカグマラ●レ

クに、一方はポクスンド湖方面に分かれる。

プンプン0コ ーラの源頭をなしている。

1973年にHAJ隊が初登頂したカンジェラルワ
(6,612)は このピークの南東にある。

東面および南面ともに岩壁をなしており手強わそ

うである。
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カンチの地図

水野 勉
、ヽぃ

HAJのカンチ遠征隊も2月 に出発し、この小
文が印刷される頃には、計画どおりの縦走が成功

しているかもしれない。今年はエヴェレスト、K

2、 カンチと、ヒマラヤの三巨峰に対して、日木

隊がいずれもパリエーション登攀を試みるという

ことになったが、時代は次第に変ったという印象

が深い。今年は早や 1981年だから当然といえば

当然であろう。 はじめて 8,000m峰 が登頂さ
れたのは 1950年のアンナプルナであったし、エ

ヴェレスト登頂は 1953年であり、すでにそれか

ら30年も経ってしまった。

ヒマラヤの山々を楽しんで登るという時期には

未だなっていないようであるが、もはや登攀済の

ルートから登ることには意義を見出さなくなって

しまったのは事実である。アルプスにおける登山

の黄金時代がウィンパーのマッターホルン登頂を

もって終りを告げ、その後の銀の時代もだいたい

19世紀で終ってしまったが、ヒマラヤではアルプ

スよりも規模が大きいだけに、アルプスの銀の時

代におけるよりもはるかに精力的に登攀されてい

るにもかかわらず、現在でも銀の時代がつづいて

いる。ここ当分は銀の時代も終りを見ないであろ

つ。

さて、カンチェンジュンガであるが、この山は

古くから知られており、ダージリンなどからはよ

く眺められ、山の位置などははっきりしているか

ら、現在においては、その地図がどうのこうのと

いう論議はあまりはやらないであろう。少くとも、  |

登山に関しては殆んど無用というべきであろう。

また、他のヒマラヤの山々についても多かれ少な   :

かれ、同じようにいえるかもしれない。探検の時

-18-

代や山の位置について論議する時代はもはや遠の

いてしまった。

しかし、山に対する興味は登るだけではない。

山そのものの地理的位置、氷河の状況などはいつ

になっても人間の関心の中にある。学問上からい

えば、むしろ登山よりもその方が興味深いといえ

る。科学の立場をはなれて、普通の興味 (趣味と

いってもいいが )からいっても地図はおもしろい

ものである。日本人の登山活動は世界一といって

いい程盛んであるが、ヒマラヤの地図作りとなる

と、じつにさびしい限りである。これは良い悪い

の問題ではないが、地図好きのぼくからみると、

たいへんさびしいし、残念である。

カンチの地図は戦前にすでに美しい、りっぱな

地図ができている。

(1)ガーウッド  125,000分の 1

(2)ク ルツ     100,000分 の 1

(3)ヴ ィーソ    33,333分の 1

(4)ボ ッサルト  150,000分の 1

カンチ程地図に恵まれている山もあるまいとい

うくらいである。現在ネパール地域は 5万分の 1

地図ができつつあるが、戦前において、カンチだ

けは詳細な、正確な地図ができていたのである。

(1)は有名なフレッシュフィールドが 1899年に

カンチ付近の探査をおこなったとき同行したエド

モンド●ガーウッド作成のもので、はじめてカン

チ周辺の地形を明らかにしたものとして画期的な

ものであった。この地図はGJにも掲げられると

同時に、フレッシュフィールドの名著Round

Kattcheujunga(1903)に 掲げられているから御存

知の方も多いと思う。この著書はフレッシュフイ

ールドの文章、ガーウッドの地図、セラの写真な



どが、相まって名著の名をほしいままにした。    日本においてはそうである。しかし、マルセル●
ガーウッドの地図はやや色彩が暗い感じがする   クルツの附図のある、この本はじつに重厚味のあ
が、美しい地図である。カンチェンジュンガ氷河、  る、いい本である。写真もじつにいい。この本の
ヤルン氷河、タルソ氷河、ゼム氷河の4大氷河の   価値の半分はこの地図であるといっても過言では
上にそびえるカンチの盛り上りがよくわかる。こ   あるまい。
の本は薬師義美氏訳が日本で出ており、当然この    (3)はパウアーの第2回 カンチ攻撃のときに作ら
地図も付いているが、この古典的な地図そのもの   れたもので、その報告書Um den Kmtschi:Der
ではなく、もっとわかりやすい現代風な地図にし   Z“ ite Deutsc“ Attriff ttf“n Kangchend―
てしまった。わかりやすくはなったが、元の地図   あnga 1931(1933)の 附図として発表されたもの
の持つ古典的な高雅なふんいきが失われたのは残   で、パウアーに同行したカール●ヴィーン博士の
念というほかない。これには出版上の経済的事情   測量によって作成されたものである。
がからんでいるが、日本では翻訳となると、いつ    この地図は縮尺も33333分の 1という詳細なも
もこう原書の味が失われてしまうのが口惜しい。   のになって、現在においてももっとも詳細な地図
地図を眺めて楽しむという伝統がまだ日本にはで   といえるだろう。したがって、範囲は前の二つの
きないのであろうか。国土地理院の2万 5千分の   地図と比べるとずっと狭くなり、主としてゼム氷
1の地図が美しくなっていくにつれても、せめて   河を扱っている。クルツのと比べると、みどり色
原書の地図の美しさをそのまま伝えてほしい。    がないのが物足りないが、扱った地域は氷河地帯
(2)は ヒマラヤ編年誌で有名なマルセル●クルツ   であるからどうにもならない。しかし、クルツの
の作で、1930年ディレンフルト率いる国際遠征隊   にも劣らず美しい地図である。
に参加したときに測量したときのものである。こ    パウアーは1929年にもカンチ攻撃をしている
の地図はそのときの報告書Himalaya:Unsere    が、このときは地図らしい地図を作成しなかった。
Ettedition 1930(1931)の附図として発表され   測量する隊員がいなかったからである。この第 1
たもので、(1)に比べても数段と見事な出来で、縮   回の攻撃の報告書もすぐれたものであるが、第2
尺も10万分の1と ガーウッドのものより詳しくな   回の報告書もそれに劣らず良い本である。仮綴じ
り、範囲を広くなり、はるかに大きい地図となっ   の粗末な製本であるが、簡潔で、さっぱりした報
た。 120× 82mの大きさである。それになにより   告書である。ただし、これにもしヴィーンの地図
も明るい色調で、ガーウッドの地図よりはずっと   がなかったならば、やはりいささか見劣りがする
洗錬されて美しい。淡いみどり色と薄茶色と水色   であろう。
とが非常にマッチしている。             (4)は スイス山岳研究財団が作成発行したもので
御存知のとおり、この遠征はカンチの登頂に失   現在でもシッキムの地図としては最良のものとい
敗したが、ジョンソン●ピークに登頂した。しか   われている。いつ発行のものかわからないが、多
し、メイスンが指摘しているように、「当座しの   分戦後ではないだろうか。これはボッサルトが描
ぎの国際的パーティ」で、すぐれた登攀ができる   いたものであるが、どこかクルツの地図と似てい
はずはなかった。それに隊員 1人もヒマラヤの経   る。クルツもスイス山岳研究財団の有カメンパ_
験がなかった。ディレンフルトもクルツもスマイ   であったから当然といえば当然であろう。この地
スもヒマラヤははじめてだった。          図も美しいが、残念ながら色彩に乏しいきらいが

この遠征についてはスマイスのKangc“ njunga   ある。単色といってもいいくらいのもので、濃淡
Atteutu“ (1930)が有名であるが、じつはこれ   で差別している。これは同財団から発行されてい
はスマイスの個人的報告であって、隊の正式報告   るGarhwalostについてもいえることである。も
はディレンフルト編のHimalayaで ある。ドイツ   し、現在発行されるとすれば、もっと多色刷の美
語であり、しかも発行部数がスマイスの本よりも   しい地図となろうが、やはり、戦中、戦後の傷ま
少なかったせいか、あまり知られていない。特に   しさを感じる。
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連載9

ネバールヒマラヤ

5400m付近から見たピサン・ ピーク南西面

トレッキング許可で登れる

6091m

ビサン・ビーク
冬期ピサン・ピーク登頂     神田 孝
広大なネパールヒマラヤにあつて、6,000mを

越え、かつ氷河やクレバスの発達が少なく、危険   B・ Cよ りA・C

度を最少限におさえ、さらに短期間となると、そ    B・ Cよ リピサン部落を抜けて左手にチュルーを

の対象となる山域は限られてくる。我々が今回計   ながめながらピサンピーク左尾根へ取りついた。

画したマナン地区、別名インナーヒマラヤ、ピサ   初日は高度順化の為 Cl(4,200m)偵 察の予定で
ンピークは、そのアプローチの長さをなんとかす   あったが、カトマンズより1時間10分で一気に入

れば、我々の都合に的を得ている。結局片道 8日    山したせいか、全員が高度の影響の為苦しみ、Cl

間のキャラバンをジェットヘリ・ ピューマをチャ   を偵察できたのは隊員 1人 とシェルバだけだった。
―ターする事によって、わずか 1時間30分のフラ   この尾根上 C2(5,050m)予 定地までは、放牧の

イ トで、少ない休暇をカバーした。マルシャンデ   為、雨期にはヤクが登ってくるとの事。実際Cl

ィー最奥部へのフライトは、マルシャンディーの   にはカルカの跡があった。翌日は全員でClを偵

険しく蛇行した谷間に沿い、マナスル三山を右上   察し、中日を休養日として一気にアタックを狙う

に眺め、ラムジュンヒマール、そしてアンナプル   予定をたてた。BOCか ら頂上までの標高差は3,000

ナⅡ峰の中腹 (北面 )をかすみながら不安と期待   m。 ピラミッド型したピークは圧巻であったが、

が交差した。18席のシィー トは10名 までしか搭乗   登頂できるものと誰もが感じとった。また今のと

させてもらえず、やむを得ず 2往復チャーターす   ころ天候もおだやかで、うまくすれば18名全員登

る。 1回のフライトで荷物は約 100時可能であっ   頂することをもくろんだ。 Clよ りC2へ偵察に

た。キャラバン隊のシェルバ、ポーターはすでに   6名 が出た翌朝、我々の甘い目論を吹き飛ばす猛

10日 前にカトマンズを発ち、予定通リヘリコプタ   烈な吹雪となって打消された。この吹雪はお時間

―着陸地点ピサン部落で1979年12月 2日 合流した。   続きClテ ント3張、C2テ ント2張は完全に潰
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され使用不能となった。吹雪の最中偵察隊はさら

にC2上部の偵察を終えClへ着の身着のままで

脱出して来た。彼らは寝袋のないまま氷点下25度

の夜を潰されたテントで過した。12月 31日午前2

時、吹雪はうそのように去り、満天の星空に変っ

た。日程に限りのある我々の残された登山日数は

あと2日。こんな事で下山するわけにはいかず、

議論の結果、早くアタックを出す事になり、サポ

ートを供ない11名で午前 3時 C2へ向う。草付の

おだやかな尾根は一変して腰までのラッセルにな

る。約 5時間で C2の台地に着く。まだ午前 8時、
このまま登り進めば今日アタックできそうな位置

に岩尾根右前方にピラミッドは聟びえている。行

けるとこまで行ってみようと元気ある 5～ 6名で

登り出す。やせ尾根を左ヘ トラバースするが足場

が悪く雪がある為、明日のアタックに備えフィッ

クスロープを張りながらもくもくと進む。頂上ピ

ラミッド直下の取付についたのは、午後 3時を廻

つていた。すでにビスケットとテルモスのお茶は

なくなっていた。取付いてみると、このピラミッ

ドの雪壁は思っていたより堅い氷で、上部へ行く

程さらに堅さを増した。 3パーティーに別れて私

とシェルパはスノーバーを打ち、フィックスを張

りながらトップで登る。睡眠不足と高山病、そし

て疲労のためシェルパと同じピッチで登るのは大

変であった。私のアイゼンは他のメンパーのもの

である。靴にフィットせず非常に不安定で何度も

登頂隊行動表

もたつきながらも頂上が見え、あと 1ピ ッチの所

でついにスノーパーが刺らず、思わず下を見ると

足がガタガタしてくる。危険をさとしたシェルパ

は「下ろう」と言いだした。高度計はほぼ 6,000

mを指す。私はためらう事なく同意して下山を始

める。下で待機している2パーティーの不満そう

な顔、しかし誰も会話を交さず下り始めてくれた。

午後 5時∞分だった。再び痩せ尾根を トラパース

してやっとの思いでC2へ着いたのは、なんと午
後 9時近かった。泊るスペースはないし、もちろ

ん寝袋もなし、登頂意欲のない私とザイルパー ト

ナーのシェルパのみ Clへ下る事にした。満天の

夜空に流星を幾度も見た。ふらふらになりながら

Cl着22時∞分。なんとこの日の行動時間は、実
に加時間を経過していた。 Clで リーダーを含め
残留メンパーに上部での出来事を報告する。さす

がに心配していたリーダーはほっとしたようす。

(涌常のライ トエクスペディションでは、 トラン

シーパーは使用しない為キャンプ間のコミニュケ

ーションは出来ない )

翌日は望遠レンズでアタックの様子を観察する。

アタック隊は昨日と同じように雪壁へ取りつき登

っているのが伺える。午後 5時20分、ついにメン

パー3人 シェルバ2人登頂するのを確認した。な

んと登頂したシェルバは昨日私と行動を共にし、

Clへ帰着して再び今朝早くC2へ上 り、アタッ
ク隊を追いかけて合流したのである。こういう体

ヘリ,ごC入山
12/23
3,200 4,200
BC   

´
Cl

5,050
C2

6,091
peak 天候

12/24
~~~~ヽ

リ
← ― 一

晴れ

12//25

=II⊃12/26 休養

12//27

12/郎
~~~~~~ヽ
_____ノ

12//29
~~~~~~ヽ

←
___ノ

くもリー→吹雪

12//30 停滞 吹雪

12//31
~~~~~~~~ヽ

___ソ 吹雪→晴

1/1 ) 晴れ

1/2 雪→くもり
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トレッキングで B● Cか ら、ツァーメ、グラパニ、

シャング、プルグル、ノミグルンパニ、ガルプター

ル、シスワ
バス 
カラ、ポカラ

バス  
トマンズと

各キャンプし、 8日 後にカ トマンズヘ着いた。途

中パグルンパニの峠からのマナスル三山は、朝日、

夕日に輝き、こんな見晴 らしの好い峠はおそらく

ネパールで一番素晴 らしい峠ではなかろうか。

概 念 図

力はどういうトレーニングをすれば鍛える事が出

来るのか、全くたまげてしまう。私はマネージメ

ントの立場から登頂を確認後、明日のキャンプ撤

収と帰りのキャラバンの為のポーター集めに B・ C

へ下る。往路のヘリコプターの道を帰りは楽しい
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■イン ドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関、隊荷輸送、ポーターアレン

ジまで、遠征・トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で″

東 京 事 務 所

本社 (デリー)

〒141 東京都品川区西五反田 2-23-11-202 電話 03-493-4920

802 Nirmal′「 Ow er,26Barakhamba ROad,New Delhi lndia

PhOne: 46107,42804,4398 4, Telex:ND3174 Cable :YOKOSO
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連載・ ヒマラヤの図書紹介③

ネパール曼陀羅

高橋 照
ネパールに入って20年になるという。ネパール   くさん出ている。つYヽ先年にも出された。
の裏表に関しては右に出る人はいないだろうとい   ネパールを訪れる日本人は 1万人以上にのぼって
われる高橋照さんがまた大変興味深い本を出した。  いる。
54年 10月 に出された「秘境ムスタン潜入記」で   先般、テルさんのお宅にうかがった折、それらに
私たちはそのがい博な知識と経験・旺盛な行動カ   ヤヽっぱいの朱線がひかれていた。「 こういうまち
に驚嘆したものである。けれど、氏の蓄積からい   がったことを書いているんだからね」と嘆いてい
えば「ムスタン」はまだ小出しの段階だったよう   たものである。それらを訂す意味もこめて書かれ
である。                     たょぅでぁる。

「 ネパール曼陀羅」とはまことに言い得て妙な   赤面する向きも多いのではなかろうか。
る書名であると思う。

tt曼
陀羅 "マ ングラは、サ    さて、手にしてまづ驚かされるのが極彩色の表

ンスクリットのMamalaで ある。tt Manda"は 、   紙の絵である。カーリー神の殺りく図である。け
「本質」、

t La"は
「得る」の意である。      れど説明を読んで納得させられる。

「少しでも実相に近いネパールを文字によって具   話は別だが、マングラと「タンカ」はよく混同さ
現してみたいという願い」からこの書を表わした   れる。タンカは、チベット、ネパールを中心とす
という著書の学識の深さがこめられた書名である。  るラマ教文化圏で発達した掛け軸状の仏教絵画で
曼陀羅は、諸尊の悟りの世界を表現し、宇宙観、  ある。マングラの表現のしかたの大部分がタンカ
世界観を表現しているという。           によってできているためである。

カトマンズのホテルの庭の安楽イスに身をもたせ   マングラはインドでつくられ、中国を経て日本に
て、瞑想してゆうゆうとやわらかな陽ざしをあび   も伝えられた。インドにおいて理論的な組立てが
ている氏の姿が思い浮ぶのである。         なされ、それが国式化されたのである。

かつて、全日本岳連隊をひきいてビッグ・ ホワイ    「カトマンドゥ四方山話」、「カトマンドゥ歳
卜・ ピークに挑んで以来、ダウラギリ、マナスル、   時記」と読み進めていくうちに、テルさんは全く
その他、次々にヒマラヤの巨峰に向かってきた照   ネパールの人かと思ってしまう。行きずりの人間
さんであるo                   には絶対に書ける内容ではない。いわゆる「ネパ

今、その麓の世界において、本質に深くせまり、   ―ル通」の人達でも頭をかかえこんでしまうよう
ある種の悟りに達したように私たちには思えるの   な精細な考証と記録からなりたっている。
であるo                     これだけのことを書けるのは、著者の執念ともい

照 (あ きら)さんを私たちは親しみをこめて、   えるのめりこみだけでなく、一貫して流れるこの
ttテ ルさん "と 呼ばしてもらっている。時にアル   国への深い思いやりがあってのことであろう。
コールを間にして明け方までも熱っぽくネパール   著者の蓄積からいえばまだまだこれは序の日と思
を話す。知識は尽きることのないようで、次から   われる。「いづれまた」と続編を期しているよう
次へと出てくるネパールの底深い話に、ただ、聴   である。早く出してもらいたいものである。
き入るばかりである。                                  (ぃ )

こんな話が一冊の本になり、活字となっていつで     東京新聞出版局 昭和56年 5月 1日 発行
も手もとにおけるのは全くありがたいことである。     A5半 1 316頁   1,500円
ネパールに関するガイドブックや紹介ものはた
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― ― 寸 感

卜 いつの間にか桜も終り、朝早く窓を開けると
初夏の香りが漂ってまいります。

4月 中旬、ネパール政府は新たなオープン

ピークを発表しました。その情報をいち早く

皆様にお知らせするために、特集を組みいつ

もより若干発行が遅れました。

レ 今月は実にめまぐるしい多忙な月でした。カ
ンチ学術隊の出発、学術隊助成金の申請、

etc.

会員の方の事務連絡や問合せなどに充分に対

応できず、ご迷惑をおかけしてお ります。

レ  カンチ登山隊の動きもいよいよ本番となり、
この事務局も、活気のある、あわただしい動

きを見せております。次号には、皆様に嬉し

いお知らせができますことを確信して。

(緑川 )

Travels

―
シカール・ トラベル

ー

曰□□回団 (4月 )

札幌ヒマラヤ会議 (稲田 )

第 2次カンチ学術隊員出発

(五百沢智也、松岡憲和 )

事務局打合せ (稲田、細貝、緑川 )

4月 5日 (月 )

4月 8日 (火)

4月 13日 (月 )

4月 21日 (火)

4月 25日 (」∋

シッキム oブ ータン・ ガ ール ワール・ クマオ ン

クル ●マナ リ・ ラダック・ ネパ ール・・ o o o

へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

鋏枷r

第 3次カンチ学術隊出発 (阿部 )

ヒ マ ラ ヤ 肱 115 (6月 号 )

昭和56年 5月 10日 印刷  56年 6月 1日発行
発 行 人  柴 田 金之助
編 集 人  緑 り|1 恭 子
発 行 所  日本ヒマラヤ協会
〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506号

CAPT SVVADESH KUMAR
(MANACING DIRECTOR)

″魅惑の

インド ヒマラヤ″

TRAVELS PRIVATE LIMITED

l,701, Nirmal towers,

26 barakhamba road ne、 v delhi-110001

t el. 42555,42666 telex 031~4364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch office:Gangtok

Camp office:Joshimath&Uttarkashi
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ヒマラヤヘの装備

◎遠征隊の装備、相談にのります。

{|→肇 ι
l

●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601(句

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7803(346)0301

0水道橋ハードギアシヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-14803(264)5575
●水道橋ソフトウェアショップ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901
0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町10580273(27)2397

●ICI通販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ヒル内容03(2oo)7219

´ ―
。
つ

スキー用

本屋

山用昌本店

テニス用呂

大久

晨νサッカー・野球用ニ

E三コ
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